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いわゆる詩語ではなく,英詩に用いられて来た語の中から，個々の詩作品に
おいて重要な意味を持っているものを選び出すことができる。語としては単一
でも，多くの詩人によって用いられ，詩人の豊かな想像力に培われているうち
に，その意味内容は益々広げられ，深められる。このような語はおそらく英詩
の伝統を考えさせると同時に，各詩人の特質や独創性を際立たせるであろう。
小説は詩に比べて用いられている語数は移しいが，それでも小説の伝統の中で
根強く息づいている特定の語を同じように選び出すことは可能であろう。英文
学の年代記の裏に歴史の存在を信じるのは，その文学の伝統的な性質や精神を
想定するからである。この伝統的な精神は各作品の主題や発想として現われ，
当然それらを表現する語を持つであろう。一つの作品の意味は，作品を文学史
の中において見ることによって一層明確となり，その価値も認識される。その
見地に立ってこれら作家や作品の指標語に注意することから英国小説の文体を
歴史的に捉えることができよう。
それ以前の散文の物語を除外して，狭い意味で英国の小説を18世紀からのも
のとするならば，ほぼ3世紀に亘る歴史の中で英国らしい小説という印象を受
けるのはArnoldBennett､,H､G・Wellsや，JOhnGalsworthyの書く
ような小説である。この3作家はVirginiaWoolfが,人物を外部から描写する
ために真実を伝える点に欠けていると非難した小説家である(1)。意識の流れの
中に人間の真実があるか否かは別として，またWoolfによって開かれた英国
小説の新しい方向に充分の意義を認めるとして，英国の小説は人物の思想より
も行動を探る方向に傾斜しでいることも事実のようである。社会の現実を描か
なければならない小説にとって真に実在するのは人間の行動であり,行動が
Cthefinite,definite,definitiveentity'(2)である｡行動する人間の心理や動機
を探ることが意識の流れと関係はしていても,Woolfの小説では人物の行動
に読者の興味をつなぐものが少ないことも否めない。その点ではむしろJane
AuStenの方がすぐれている位である。
2文体より英国の小説を考えるのにまずその素材から見ることにすれば，素材
はストーリーの素材であると同時に，文体を構成する要素でもある。素材とし
て用いられる人物，事件などでイギリスの小説の特徴は，たとえば人間とは何
かというような一般的な問い方をしないで，人間は何をするかという個別的な
問題に関心が強いようである。また素材が小説の中でどのような意味を持って
いるかがわかるのは素材の使い方によるものであって，素材を文体的に意味づ
ける手段がなければ素材の意味は不明である。プロットの背後にあってそれを
動かしているのは，もちろん作者であるが，作者に近い役割を果たす人物や，
作者に好意または反感を持たれているととがよくわかる人物が設定されること
によって作者の意図が現われることが多い。文体の素材となる人物は，その人
物の存在が作品の構造乃至は文体に如何なる影響や結果を斎らすかが文体論で
は問題になる。形式的には頻出語に影響が現われることもある。
DickensのⅣZc肋/zsNZc"e6yは人物も事件も外から描いている。Ralph
NicklebyがCtokeepbackthetruth'と言う時の@truth'とは，単に現実に
起った事実である。現実の事実に基づいて書くか，事実の奥に潜んでいる見え
ない人間の心を書くかによって，全然性質の違う小説が出来上がるが，実際は
はっきりとこの両者の書き方が二つの対立する小説群を分かつのではない。事
実を書いても，その裏にある心理を暗示することは可能であるし，精神分析医
の記録でなければ人間の意識が描けないということはない｡Ralphが懸命に隠
そうとした事実は，その事実が提出されさえすれば，それを隠そうとした個人
的な事情や心理は察することｶﾐできるのである。小説が精神分析的な傾向を強
め過ぎると読む楽しさは半減する。あまりに主観的な小説になると，読者の側
には，それも一つの見方ではあるが，唯一の見方ではあるまいという抵抗感が
生じ，客観的な小説の方が社会の現実にも近いし，安心して読めるということ
にもなる。小説家は科学者や哲学者であるよりは芸術家なのであり，観念より
は形象を表現の手段として選ぶ人である。外部的な事実を記述して事実を記述
するだけに終っている,たとえば伽α〃BJoodのような作品と,事実の記述
を主としながらも，真実を追求する作者の精神が事実の裏に流れているLol'd
""zのような作品とを，文体の上から識別することも，小説の文体というも
のの実体に近づく一つの方法であろう。
文体自体も外観を持っている。それが外観のみで終っているものは文体の名
に値しない単なる文章である。‐上のNMchoJZsⅣ’C"e6yが作者の他の作品に
比べて見劣りがするとすれば，その一つの原因は作品の中の事実と芸術的な形
3象との関係がまだ充分ではないということであって，それを文体の面から説明
することもできる。すぐれた作品の文体は全体の統一が保たれ，作品全体とし
ての意味が存在しているために，作品の中の重要語句の意味が辞書的なものか
ら文体的なものに変えられており，そのために読む人によって作品の解釈が異
なるという結果にもなる。作品の素材である事実そのものが面白ければ，それ
だけで小説は面白く読めるものにはなるけれども，ほんとうは素材の面白さが
虚構の面白さに変えられていなければならないのである。小説の素材は現実の
事実よりも，虚構の事実である故に，素材の発見や選定にすでに作者の芸術的
想像力は働いている。作品は社会的事実の正確な報道ではなく，芸術品であ
り，芸術品であるために，作者を離れても独自の存在性を保有する◎作品は作
者のものであるとともに，すべての読者の共有物である。社会の現実を写す小
説は，外面的には新聞の報道記事と同じであるとしても，それは外観の類似に
とどまっている｡Dickensは新聞記者として報道記事を書くことから文筆生活
を始めたが,NMcho/zsNic"26yにもT"ePiC捻如jc"Mh9l'sのように素材
が断片的，挿話的である観があって,Ralphという興味深い人物が存在するに
もかかわらず，傑作とはなっていない。しかしこの人物の存在が，この小説を
単なる通俗小説となることから救っていることも疑えない事実である。この小
説はGappearance'というものを中心にして，それをめぐる人世の諸相を取り
扱い，一応全体としての統一も取れている。この統一が作品にもっと深い意味
を与えていれば傑作となり得たと思われる。外観を中心の主題として小説を作
っても，外観に対する見方が作品の価値を決定する。すぐれた作品は外観を描
いていても，目は内部を見抜いている。外面描写の外観の裏に内部的な意味が
含まれているのは,D.H.Lawrenceの自然描写などもその一例である。文
体が外部的意味と，内部的意味の二重性を持っていることを思うと，文体を作
るのは文筆の才能ではなく，高い人間性と，すぐれた芸術的想像力である。
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外から描いてすぐれた作品と，同じ方法で描いて劣った作品とは，どこで区
別ができるであろうか。すぐれた作品は外から描きながら，同時に内部を描い
ているのである。外面描写と内面描写の両者を使っても，それが融合している
ために，外面描写は単に外面描写に終ることはないし，内面描写も抽象的言辞
から芸術的に形象化された表現と密接に関係している。これらの二重性は作品
の局部的な文章において問題にされるのではなく，作品全体の文体構造から考
4えられるのである。
小説の素材となる事実が面白いものであれば，小説も面白い。そのような小
説を書くにも才能は必要である。誰でもベストセラーを書くというわけには行
かない。ベストセラー にはベストセラー になるだけの資格が備わうている。万
人の興味を引く話題を設けることも有力な手段であり，セックスなどは好適な
話題であると言えよう。露骨な性の描写では趣味の上品さが疑われるならば，
隠愉的な，または象徴的な手法を用いればよい。狼褒を表面に出さずにストー ‘
リー を面白くすることもできる。授褒か芸術かという問題を提起して読者の良
心に訴え，訴えることによって読者の優越感を喚起することも，読者を獲得す
る手段となる。特に発売禁止になった本が裁判沙汰になるという仕組の小説を
書くとすると，問題の箇所が法廷で引用され，それに対して原告側，被告側共
に要請した証人の陳述が行われ，一つの問題に対して幾通りかの社会の代表的
意見が聞かれることになる。さらに被告の弁護士が発売禁止の処分に出た検察
当局に対し，堂々 と反論を展開したりすると，権力への抗争の盛んな現代では
喜ばれるにきまっているであろう。IrvingWallaceのr〃g助"g”ハ〃""ｵ9s
というアメリカのベストセラー は，同じベストセラー でもErichSegalの
Zo"9S加γ〃などよりは高級な読者に読まれたと思われる。この小説はJadway
という人の書いたr"g艶"g〃M"郷gsが或る州で発売禁止になり，裁判に持
ち込まれた法廷で，セックスと言論の自由をめぐって論戦が展開されるという
事件をストー リー にしたものである。警察の強引な発売禁止の処置を詳しく記
し，読者に当局に対する反感を起こさせることによって，最初から被告側に同
情し，その弁護士Barrettに好意を持つように仕組まれている。彼と地方検事
Duncanの前哨戦ではBarrett側の情勢をわざと不利にして読者の同情心を
掻き立て,Dnncanの悪鰊な手段を評細に扱っている。いよいよ公判となって
不利な情勢から立ち直ったBarrettがついに勝つまでのクライマックスの場面
は,テレビで実況放送される｡その放送記者のことばは読者になじみ深いコミュ
ニケー ションの文体である。疑問文を多く用いて聴取者に語りかけるアナウン
サー の口調が読者を事件に参加させようとする意図のもとに用いられていて，
小説全般にも修辞的な技巧が多い。．さらに死んでいるはずの著者のJadway
が実は元大学教授で上院議員の現職にあるBainbridgeの筆名であることがわ
かり，彼自身弁護人側の証人として出廷するという意外性もある。また問題の
小説が婦女暴行事件の容疑者のJerryGriffithの車の中にもあったことをこ
の本の害毒を立証する有力な証拠としている警察に対して，この少年の性的不
5能を立証した弁護士の提出する事実が致命的な一撃を与えるという展開の仕方
など，ベストセラーにふさわしい条件はいくつも揃っている。Dickensの大衆
への訴え方はこのような単純なものではないのである。
英国のベストセラー 作家のJOhnFbwlesの書いたT"9Fｼ'9"c〃〃〃＃9－
"α"#'sWひ”α"(1969)は，舞台をヴィクトリア時代の英国に置くことによっ
て，との偽善的社会が性本能を如何にカムフラージしていたかを取り扱おうと
している｡フランスの海軍士官の情婦となったイギリスの女,SarahWoodrUft
が，本国へ呼び寄せて結婚するという約束を男が破ったために，世間からも冷
たい目で見られて不幸になるという話である。この小説はWallaceのものよ
りは知的な要素にまさり，一見知的な読者を対象にしているようであるが,所
詮気の利いた通俗小説である。性本能を人間の恥部とする感情が強い社会では
結婚以外の性行為は道徳的に糺弾されるが，それを摘発し，非難する仕方が狂
的になりやすい。そのくせ一方では性本能を美化するという矛盾と不自然さを
敢て犯している｡性行為は性行為である｡その現実を隠そうとするGvulgarism'
を持った社会は,Sarahの率直な発言を作り話としか受け取らない。当時の
イギリス人は6theopen'と0thenaked'を恐れ，極力それを隠そうとした。
ThustoCharlestheopennessofSarah'sconfession--bothsoopen
initselfandintheopensunlight--seemedlesstopresentasharper
realitythantoofferaglimpseofanidealworld･Itwasnotstange
becauseitwasmorereal,butbecauseitwaslessreal;amythical
worldwherenakedbeautymatteredfarmorethannakedtruth.
(Ch・XX)
真実を隠す社会では真実が現実性を失い，そのため大胆な真実告白は赤裸々の
真実よりは赤裸々の美として受け取られるというような警句めいた言い方は，
知的な輝きがあるように見え，さらにそのような社会に対する批判の仕方を教
えているように思われる。また19世紀の社会を考える時にはヴィクトリア時代
の人々が精神分裂症にかかっていたことを忘れてはならぬとして次のように書
いている。
Itisaschizophreniaseenatitsclearest,itsmostnotorious,inthe
poetslhavequotedfromsooften-inTennyson,Clough,Arnold,
Hardy;butscar℃elylessclearlyintheextraordinarypoliticalveerings
fromRighttoLeftandbackagaindfmenliketheyoungerMilland
6Gladstone;intheubiquitousneurosesandpsychosomaticillnessesof
intellectualsotherwiseasdifferentasCharlesKingsleyandDarwin;
intheexpressionatfirstpouledonthePre-Raphaelites,whotried－
orseemedtobetrying-tobeone－mindedaboutbothartandlife;in
theendlesstug-of-warbetweenLibertyandRestraint,Excessand
Moderation,ProprietyandConviction,betweentheprincipledman's
cryofUniversalEducationandhisterr℃rofUniversalSuffrage,so
thatifwewanttoknowtherealMillortherealHardywecan
learnfarmorefromthedeletionsandalterationsoftheirautobio-
graphiesthanfromthepublishedversions…morefromcorrespon-
dencethatsomehowescapedburning,fromprivatediaries,fromthe
pettydetritusoftheconcealmentoperation.(Ch.XLIX)
小説を読んでいてこのような文章に出くわすと写し取って置きたい誘惑を感
じる読者も少なくはないであろう。知的好奇心の強い読者の心を惹く文章であ
る。外観を見ただけでは真相はわからないというのは普通の分別であり，外観
の内部を挟り出すことが必要であるということも同様であり，理屈としては充
分に正しいことである。考古学者が太古の現実を復元するために土中に埋もれ
た化石を探す方法がそのまま人間の社会に適用されるかどうかははっきり分か
らない。精神分析による人間心理の探求も病的である《3)。いくら真実を追求す
ることが大切でも，それは相手が人間の場合，知性だけをもってしては間違い
の基になる。人間は知性だけで出来ているものではないからである。文学に
は繊細な感覚が必要なのにかかわらず，性行為を露骨に描写した文章には性々
にしてそれが欠けていて，折角の濡れ場が空しく乾燥している場合がポーノグ
ラフィにはよくある。外観を見ただけでは真相がわからないということから外
部と内部とを厳しく区別するのは，肉体と精神を峻別するのと同じように誤り
である。区別する時に，一方を他方より重要視しようとする下心が根底にある
時はなおさら然りである。しかしながら通俗的な小説では物語の持つ内部的な
意味が薄弱である。
III
小説はまず生きた人間を描かねばならない。人間の生命は地球上の最初の人
間から絶えることなく続いている。人間の行動は生きているという事実から生
まれる。生きていることがどういうことであるのか，それは永遠の謎かもしれ
7ないが，生きているという事実は生きている者にとっては絶対の真実であるo
生きていることから数々の人間の行動が生じるが，人間に生命を与えるものが
何であるかがわからないかぎり，人間の行動の動機なるものも究極のところは
わからないのである。人間の理性や意志を超えた不可解な力に動かされなが
ら，それでも人間は自分の理性や意志に従って行動しているように考えるもの
である。それは行動の直接の動機であるかもしれないが，究極の原因はもっと
遠いところにありそうに思われる。人間は何物かに動かされながら，自分では
自主的に動いていると考えたいのであろう。その不可解のものがあるかぎり，
人間にとって実存するものはその時その時の行動（点）であって，その点を結
ぶ線があるということは或いは虚像を描いているのである。しかし虚像もまた
広い意味では人間にとって実在するものである。
青年は人生の経験に乏しく，現実を知ることも少ないために，それを補足す
るような文学や哲学の書物を読み，そこから人生の真実を探ろうとする傾向が
強い。ThomasWolfeの小説QfTj"zgα"αR"gγの主人公Engeneは4
年間の大学在学中に2万冊の本を読んでいる。読書から得た知恵は直接の体験
とは関係がないという意味では虚像であるが，人間は虚像を持たずに生きるこ
ともできない。DonQuixoteよりもSanchoPanzaが偉いということにはな
らないのである。
結婚の経験のない青年が結婚を考える時は，体験抜きの分別をめぐらしてい
るわけで，観念的な結婚観が自分に合うかどうかはわからない。恐らく多くの
青年の望む相手は若くて美しく，健康で初婚という常識を遠く外れることは
少ないであろう。これをテー マにした小説にBernardMalamudの.GThe
MagicBarrel''という短篇がある。主人公はユダヤ律法専攻の大学院生Leo
Finkelである。彼の部屋は書物に埋まっているけれども，人生の経験に乏し
い彼が6年間の研讃を積み，博士課程修了も近くなって，知人から結婚して
いる方が出世が早いと言われ，偶然新聞の広告欄で見つけた結婚周旋業者の
Salzmanに依頼するところから話は始まる。業者に頼んだのは，結婚周旋業
がユダヤ人の社会では古い立派な職業であるという理由によるもので，望まし
い結婚相手のいない彼にはこれより他に方法はなかった。それが間違いである
ことに気づきながら，背に腹は代えられぬ思いと，落着いて，憂いを帯びた業
者の様子に幾分の安心を感じ，本能的に反溌を感じている癖にそれを無理に抑
えてまで業者の口上を聞くのである。自制心の強いのはこの青年の特徴である
が，それは彼の臆病と無力さをも表わしている。女を知る経験のないLeoは
8Salzmanの勧める候補者を未亡人や年上という世俗的な理由で斥けるが，自
分で結婚の相手の探せない無力を，無理に周旋人の存在価値を見出すことによ
って庇おうとしている。相手の提供する候補者を拒否する彼も，どんな女性が
好きかと聞き返されると返事ができず，自分の弱点を衝かれると腹が立つので
ある｡Salzmanの勧めるLilyHirshomという女性に会って話をしているう
ちに恐ろしい真実がわかる。彼女は周旋人の話から実際の彼とは全く連.ったイ
メージを勝手に作り上げている。そのことに彼は腹を立てるが，彼自身も他人
に対して同様であることは忘れている。SalzmanとLeoの対話は実体を離れ
た虚像を基にしている。Salzmanの話ではLilyは最初は32歳，後で29歳と
変ったが，実際に会って見ると，苦労でやつれた顔をした彼女はどう見ても35
歳は過ぎている。周旋人に編されたことに腹を立てるが，編された自分が悪い
のである。周旋人に依頼したことが愚かなのである。Lilyが自分について作
り上げた虚像から，彼は自分の真実がわかる。彼女の虚像を穀すために思わず
G.Ithink…thatlcametoGodnotbecausellovedHim,butbecausel
didnot.''と答えたことばは自分でも驚く告白であった。それから次々 と彼に
は恐ろしい，自分についての真実がわかるのであるが，真実を知ったからとい
って彼に結婚相手が現われるわけではない。その愚を知った以上，周旋人に依
頼することもできなくなり，周旋人に張り合う手段として恋愛をしなければな
らなくなる｡衝撃的な自己発見に続いた虚脱状態から回復した彼が,周旋人の残
した封筒の中に入っていた一枚の写真の女の顔に現われている苦悩に光明を見
出して感動するが，それもまた彼の虚像であろう。この女は実はSalzmanの
娘である。堕落して父親も見離しているという彼の話から，写真から受けた悪
の印象を確かめ，悪を避けるために女を忘れようと祈るが効果はない。愛して
はならぬと戦うのは最初の感動があるからで，それを正当化するために彼女を
救うことによって自分も救われようと考える。はじめからSalzmanの策謀で
あったとの疑いを気にはしているが，結局虚像の力が強く，恋愛をしなければ
ならぬという急迫した必要を充たさねばならない。現実に見るStellaは電柱
の側で烟草を吸っている。白い服と赤い靴が彼を喜ばせる。赤い服に白い靴の
女ではないかと恐れていたのである。彼はあらかじめ用意して置いた花束を捧
げて女の方へ走り寄る。彼は現実の自己発見にも拘らず，自分で作り上げた虚
像に動かされて行動しているに過ぎない。Gmagicbarrel'の魔法は気の迷い
から作られる虚像なのである。
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話を英国の小説に戻すと,J.B.PriestleyのA加部P"""zg"(1930)も
外観という点から興味ある問題を提供する。表題の名のついた袋小路にある
TwiggandDershinghamという会社で働く人々 が主な登場人物で，各章の
名前に出ている固有名詞の数でわかるように，人物の数は少なく，舞台も殆ど
会社と，社員の家庭に限られていて，規模としては小さな小説である。これは
Priestleyの小説の特徴とも言えるもので，彼が劇作家であることとも関連が
あるかもしれない。狭い社会で毎日のように顔を合わせる数人の人々の生活に
起こる事件を軽妙な筆致で書いて行く。ユーモラスな効果を出すための珍事が
続出するが，それが起こる理由なり，当事者に与える影響なりが作品の構造の
中において暗示的な意味を持っているので，そこから文章には書かれていない
内面的な意味が生まれる。たとえ内面描写を目的とする文章であろうと，説明
過多はかえって内面的な意味を殺してしまう。この小説で内部的な意味を作る
基礎になっているのが外観である。
主人公Golspieは次のように描写される。
Thiscargowassomixedthatitincludedthemanwhonowemelged
fromthesaloon,cameyawningontothedeck,andlookeddown
uponHay'sWharf・Thissolitarypassengerwasamanofmedium
heightbutofamassivebuild,squareandbulkyabouttheshoulders,
andthick-chested・Hemighthavebeenforty-five:hemighthave
beennearlyfifty;itwasdifficulttotellhisexactage.Hisfacewas
somewhatunusual,ifonlybecauseitbeganbybeingalmostbaldatthe
top,thenthrewouttwoverybushyeyebrows,andfinallyachieved
atremendousmoustache,droopingalittlebyreasonofitsvery
lengthandthickness;amoustacheinathousand,withsomething
rhetorical,eventheatrical,aboutit･Hewore,carelessly,asuitof
excellentgreyclothbutofaforeigncutandnonetoowell-fitting.
ThispassengerhadcomewiththeshipfromtheBalticstatethat
ownedher,buttherewassomethingabouthisappearance,inspite
ofhisclothes,hisInoustache,thatsuggestedhewasreallyanative
ofthisisland.Butthatisperhapsanitdidsuggest・Hewasoneof
thosemenwhoaredifficulttoplace･Thesightofhimdidnotcall
／
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upanyparticularbackground,andyoUcouldeasilyimaginehim
eitheratworkorathome.HehadcomefromtheBaltictothe
Thames,butitmightjustaswellhavebeenfromanyplacetoany
otherplace･Ashestoodthere,straddlingatease,athickfigureofa
manbutnotslowandheavy,withhisgleamingbaldfrontandgiant
moustache,lookingdownatthewharfquiteincuriously,heseemed
amanwhowasneithercominghomenorleavingit,andyetnota
simpletraveller,andthisgavehimafaintpiraticalair.(Prologue)
この文章で気のつくことは，この人物の特徴が繰り返され，読む人の印象に
残るように書いてありながら，結局はえたいの知れぬ人物として描かれている
ということである。イギリス人はこのような型に嵌まらない人間を好むようで
ある。見るからに宗教家，教育家というような型通りの人間は退屈である。こ
の文章は主人公の外部ばかりを描写しているように見えるが，彼の内部に関し
読者の興味を引くものを暗示している。彼と関係を持つ人物は対照的にすべて
典型的な人物であり，それが彼を理解する鍵にもなる。
思いがけないGolspieの手から材料を安く仕入れることができるようにな
ったTwiggandDershingham会社は，今まで不況に喘いでいたのが急に活
気を呈するようになり，社員は皆それぞれにこの人物に関心を示すのである。
たとえばタイピストのMissMatfieldは今まで知っているどの男性のタイプ
にも入らないので戸惑っている。顔などの特徴は顕著でも，言語，動作，態度
などが非常に変っていてどういう人間か判断がつかず，不安な状態に置かれて
いる。そのために彼を嫌うのであるが，はっきりと嫌う理由もないので，裏に
は好きという感情も動いている。正体が掴めぬ彼のことをそれでもタイピスト
は友人に話すのであるが，それは彼女が勝手に作り上げた虚像である。このよ
うに人は互いに，実体への距離の差はあっても，虚像を抱いているに過ぎな
い。会社ではGolspieの正体を見抜ける者は一人もいない。最後までその
ままの状態で,Golspieによって会社は倒産してしまうというストーリーであ
るo
Priestleyはこの小説を書いたずっと後にB"""""(1946)という小説を
発表しA"geJ〃"g”g"オに見せなかった新しい一面を示している。小説の語
り手が50歳に達して，彼の18歳の時の経験を物語るというストーリーである。
人生とは何であるかを考える時に基礎になるのは自分自身の体験であるとすれ
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ぱ，人は中年を過ぎて漸く人生を語ることができるわけで，この小説は若い時
にうわすくりに見ていた人生を再び見直すことによって，改めて人生の真実
を探ろうとしたものであるが，結局は人生は要するに模様(pattern)に過ぎ
ないという結論に達している。このpatternという語はDickensのL""g
Doγγ〃の第3章で,ArthurClennamの見る夢を完成させる最後の糸として
初恋の女性Floraを指している箇所を連想させるが，それよりも〃HMz"@
Bo"""の後半のキーワードGpattern'を思い起こさせる。若い主人公の
Philipが若さの故に惚れ込んだ女のために散々ひどい目に会い，人生とは何
かを考えさせられた時に，親友の送ってくれたぺルシヤじゅうたんの謎を彼は
解くことができない。そのことに関して人は生きても死んでも同じことで，
人生には意味がないと作者は冷たく人生を見離す態度を取っている。しかし
Priestleyはそれとは違って，若い時に見ていた表面の人生の裏に隠れていた
真実を探ろうとして真剣に生きることに人生の意味を見出している。模様は表
に現われるものであるが，表の模様は裏があるから出来るのである。模様とい
っても人生はじゅうたんの模様にたとえられるほど単純なものではない。表
に現われる人間の意志や行動の裏にそれを動かすものとして何があるのか，
Jungの言うGanima'なのかもしれないが，突き止めることは出来ない｡人
生とは表と裏が織り上げる模様であるというMaughamとよく似た結論であ
るけれども,PriestleyにはMaughamのようなシニシズムはなくて，人間
とは生きるということ以外には何もないということを主張しようとしているよ
うである。彼がB"g"オD〃で読者の注意を惹こうとしているのはCalive'と
いう語である。人が真に生きているとはどんな生き方なのかを考えるのがこの
小説の主題である。上に述べたように人生を考える素材が自己の体験であると
すれば，過去の追体験によって自己の人生模様を書き上げるには中年を過ぎる
という年輪が必要である。経験を重んじるイギリス人の書く小説が大人の文学
と言われる所以であろう。過去を再生，変形することができれば，有限の人生
を無限に変える可能性も生まれ，過去の再生の過程の中にrevelationを発見
することも可能になる。GregoryDawsonは過去の再生に必死の努力をするこ
とによって生きることができるのであり，生きることをしなかったMalcolm
Nixeyの存在から生きるということを知る。生きることを知らない人が多
い社会では，生きている人間は悪魔のように思われるであろう。Golspieや
Kemp(4)のような人物の設定はそのことを考えさせる。地獄とも思われる社会
に住み，病める精神を持つ人間には神は存在し得るであろうか。神すら悪魔と
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見えるかもしれない。
自己の経験から英知を得るには，物事を洞察する力を必要とする。目に見え
ないものも見ることができなければならない。我々は見えるが故にかえってそ
れが妨げとなることがある｡JOhnDrinkwaterの劇Aハ〃"'sHo"seの第1
幕で盲目のEstherは66Blindhasonemeaningonly・NOeyes.Darkness
-theworldshutout-nocolour-nolight-justdeathbeforethetomb.”
と我が身の不幸を歎く(5)O絶望している彼女にとってこの世はCaworldof
conflict,ofsuspicionsandangersandbetrayals'である。この絶望の故に
彼女はキリストに救われ，視力を与えられる。その奇蹟によって彼女はキリス
トを信じるようになる。開眼は彼女にはたしかに大きな救いであるが，目の見
える人間は，目が見えるということが物の外観に惑わされて愚行を演じること
にもなる。それも人間としては避けられぬ現実である。知覚だけに頼る人間に
はこの世は3次元の世界である。同じ世界が6次元である人間も存在するとい
う考えをPriestleyは後期の作品で示すようになる｡B"g"D〃はそのよう
な作品への出発点でもあり，それはColinWilsonに受け継がれている世界で
ある。
この小説は18歳のGregoryの経験を表の話とすると，それを再生する50歳
の彼は裏の話を作って行く。そして現在の経験よりも往時を追体験することに
真実の発見への道を見出し，生き甲斐を感じるのである(Ihadfeltten
timesmorealivethatafternoon…whenlwasreallybackinBrudders-
ford…thanldidnow…）。小説の素材の一つとして用いられている映画は，
ただ企業として観客を喜ばせることのみが目的の，現実とは縁のない虚像の世
界(vacanthellsandemptyparadises)である。それに反して追憶の画像か
らは実像の裏にある真実が生まれるのである｡Gregoryが過去の回想に入る
のは，シナリオを書き上げるために滞在しているホテルの食堂でMalcolm
Nixeyを見かけるという偶然からである。この偶然によって動き出した追憶の
糸が，過去の中に新たに見出した真実から一つの模様を織り上げて小説は終っ
ている。過去の啓示から新しい人生に踏み出す主人公はCButlwasalive
again,andverymuchalive.'という心境である。生命は個々 の人間とは無
関係に持続する。生命の流れの中で人は生まれては死んで行く。人に大きい影
響を与えるのは親しい人の死であるかもしれないが，それに捉われて生命の流
れに顔をそむけ，生命を取り逃がすようなことがあれば間違いである。死に限
らず，人生の諸相を模様に描くには，一歩退いた所から眺めることが必要なの
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であろう。忘れた過去の再現はその意味で人生を教えるのである｡:生きるとい
うことを考えさせるこの小説は，そのために主人公と親しかった人物の死を多
く用意している。ホテルに滞在中，台本を書く仕事を続けながらも，深夜に過
去を再現しようとした懸命の努力は台本を書く以上に意味のある仕事であり，
回想に費した時間こそ，真に生きた時間なのである。
他人を不幸にするという点ではA"9部〃”"29郷のGolspieはNixey
と似ているが，実は全く正反対の人物である。社会的には成功者であるNixey
はGthin',@empty',Cbarmy'というような語で形容される。食堂へ入っても
注文した贄沢な料理に申し訳のように箸をつけるだけである。Golspieはワイ
ンをがぶがぶ飲み，大きいステーキを平げる生命力に溢れている《6)o英国に一
歩を踏もうとする彼の独白めいたことばの意気軒昂たる調子はNixeyには全
くないものである。タイピストも正体の知れぬ彼を最初は嫌っているが，その
風変わりなところに惹かれ，食事やダンスに誘われるままに親しくなり，週末
旅行に出かける約束が出来たところで待ちぼうけを食わされて，慰みものにな
っていたことに気づくのである。作者はしかしGolspieの行動の意図や動機，
彼の意識の内部に潜入することはしない。外部を描く小説は外部に作られる模
様を複雑に，興味あるものに仕上げているが，それが読者に興味を与えるには
人間らしい模様でなければならず，人生をよく知っている作者でなければ書け
るものではない。外部的な事実の多い小説でも，内部的な心理を探る小説で
も,いずれも内外の二面を持っている。内外ともに現実であれば,どちらへの方
向を取ろうともリアリスティックな作品になる。どちらに偏っていようとも，
作品に内外の二面があるという二重性は，作品のことばの意味も二重であるこ
とを考えさせるであろう。給仕からたたき上げて現在は会社の出納係で，型通
りの成功にしがみついて生きているMr.Smeethの住宅の食堂は次のように
描かれている。
Theroomwassmallandcontainedfartoomuchfurnitureandtoo
manyknick-knacks・Nearlyeverythinginitwasshoddyandugly,
manufacturedhastily,inthemass,tocatchabadly-informedeye,
tobeboughtandexhibitedforabriefseasonbythepurchaser,and
thentobeinthewayandfinallyrotoutoftheway・Nevertheless,
thetotaleffectoftheroomwasnotdispleasing,becauseithada
cosy,homelikeatmosphere,whichMrSmeeth,whoseimagination,
heightenedbyfear,perhapstoldhimthatoutsidebeyondthefirelight
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andthesnugwanswerestalkingpoverty,disgrace,shame,disease,
anddeath,enjoyedevenmorethanMrsSmeeth.Itwasprobably
thisfeeling,andnotsomuchthestrainoftheday'swork,that
madehimamandifficulttorouseandgetoutofthehouseinthe
evening,ashiswife,whowasallforgoingoutsomewhere,or,
failingthat,invitingsomebodyin,knewtohercost.
(A"ggﾉP"gwze",Ch.II)
抽象的観念よりも具象的想像力の方がいかに強く読者に訴えるかはこの文章
がよく示している。食堂の家具，調度の描写があればこそ，彼のような階級の
人間の生活が手に取るようにわかり，それとともに記されている彼の心理状態
もわがことのように理解できる。書かれてはいないこの家庭の夫婦生活の隅々
までが文中のわずかなことばから察せられる。英国人の想像力の勝利が最も英
国的な小説の特徴であることはDiclfnsを読めば直ちに気付かれることであ
るo
若い事務員のTurgisは典型的な下級サラリーマンである。たとえ彼の特徴
がCabornlover'であろうと，若い男性には多いタイプであり，異性との恋
の幻影に日夜を過ごしているこの青年が，外観より内容を尊ぶ性質から次のよ
うに描かれているのは，外観的に魅力のない人物として適切である。
ButthenifTurgis,evenwithinhisscantymeans,didnottryvery
hardtomakehimselfsuperficiallyattractivetothesexthatdespises
crumpledclothes,mattedhair,pastycheeks,youththathaslostall
vividnessandglow,itwasbecausehebelievedthatthecryfrom
within,urgent,neverceasing,mustreceiveananswer.Heknewthat
hehadlittletoofferonthesurface,wasnothingtolookat,nobody
inparticular,buthefeltthatinsidehewasdifferent,hewaswonder-
ful,andthatsoonerorlateragirl,abeautifulandpassionategirl,
caringnothingfortheoutsideshow,wouldrecognizethisdifference,
thiswonder,within,wouldcry,cOh,it'syou,'andlovewouldim-
mediatelyfollow.(Ch.IV)
彼がGolspieの娘Lenaに一目惚れするのは彼女が映画の虚像の世界の女
性と写るからである(Thatshewasnotreallyacreatureofthatworld
(=hisownworld)onlymadehermorefascinating,mysterious,roman-
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tic,likethebeautifulheroineofalovestoryofthefilms.)｡
Golspieによって倒産した会社の側から見れば悪魔，詐欺師であろうと，彼
の行為は法的には詐欺罪にならないし，また彼は近代的な企業機構を巧みに利
用しただけのことで，彼はadventurerであって,swindlerではないのであ
るoNixeyとは違って人間として遙かに魅力のある人物である。
小説が虚構であることが，作者が好むがままに作り上げる小説は真実性に欠
けるという見方を生むo実在する事実のみしか真実と認めない立場では虚構は
すべて作り話に過ぎないことになるが，幸いに実在する事実は，一部的な外観
を除いては，氷山のように大部分が隠れているという現実もあり，隠れている
部分を探る洞察力は虚構を作る想像力と同類なのである。上述のT"eFｼ,g"c"
〃g鰯彪"α"ｵ'sWb"zα〃はその第13章を割いて，作者の自由というのは登場人
物に自由を与える自由であって，作者が気儘に作るのではないという作者の意
見を述べている。これは作者が想像力によって登場人物に化することによって
可能になる。知性よりも想像力が決定的であることを次のように書いている。
Butthisispreposterous？Acharacteriseither‘‘real，，or“imaginary，，？
Ifyouthinkthat,〃"加cγ〃eJ"彪"γ,Icanonlysmile・Youdonot
eventhinkofyourownpastasguitereal;youdressitup,yougild
itorblackenit,censorit,tinkerwithit…fictionalizeit,inaword,
andputitawayonashelf-yourbook,yourromanceandautobio-
graphy.Weareallinflightfromtherealreality･Thatisabasic
definitionofHo"zo助力”恋．
小説の人物が操り人形のように作者の窓意によって動かされるのは，作者の
想像力の不足によるものと考えるべきであろう。映画の虚像の世界の名女優
は，それを人造人間にしてもほとんど実物と変わらぬものになるのである。ス
クリーンの女優は生きているその人ではない。要するに操られている人形であ
る。とすれば女優が死んでも，人造人形によってスクリーンの女優は再生させ
ることができる(7)O
PriestleyのS〃M？c"αg/Z"@ZSil'Geo"ge(1964)は30年以上前に出版さ
れたA"gg/P""e"e"オと似た点があるoGolspieに似たTimKempという
人物が登場し，彼の存在がイギリス政府の芸術後援の機関DISCUSと，半官
半民の同種の機関COMSAが共に廃止される原因となることが,Golspieの
出現が会社の倒産の原因となることに似ている。平隠無事を願う人間の社会の
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中にKempのような人物を置くことによって作られる人間模様が英国的であ
ると言えるのは，たとえば肋〃'"o"C""sogのような小説が早くからあるか
らである｡RobinsonCrusoeの両親の理想とするのはGthemiddlestateof
life'で，「家内安全，商売繁昌」を祈念する安全第一の生活である。彼は本能
的にそれを嫌う人物であって，自分の行為を抑制する宗教心は彼の本領ではな
v,｡DISCUSの局長SirGcorgeはthemiddlestateoflifeしか生きるこ
とのできない一官僚に過ぎないoKempの犠牲になるのにふさわしい人物であ
る。Kempのようなadventurerの想像力の源泉が魔術的であるのはPriestley
の後期の作品の特徴であるが，彼のような健康な魔術は広く芸術家の持つ魔術
であり,RobinsonCrusoeの生活の知恵と共通するものがある。
Rひ〃鰯so"C''"sogのプロットは主人公の生きようとする努力の中から自然
に生まれているものであって，プロットがないように見えながら，プロットは
主人公の生活の中に存在し，主人公の行動を進める原動力となっている。この
種の小説が英国的な小説であると思われる。Crusoeはただ生きるためにのみ
行動し，それを単純な話しぶりで物語る。物語の部分は外的な事実が連続して
いるが，その事実の裏を流れ，個々の事実をつなぐ膠の働きをしているものが
神の摂理(GodlsProvidence)である。人間が自主的に行動しているつもり
でも，実は自分でも知ることのできない何物かに動かされている。それを彼は
神の摂理と称し，それに対して楽観的な信頼感を持っている。
SolittledoweseebeforeusintheWorld,andsomuchreason
havewetodependchearfullyuponthegreatMakeroftheWorld,
thathedoesnotleavehisCreaturessoabsolutelydestitute,butthat
intheworstCircumstancestheyhavealwayssomethingtobethank-
fulfor,andsometimesarenearertheirDeliverancethantheyimag-
ine;nay,areevenbroughttotheirDeliverancebytheMeansby
whichtheyseemtobebroughttotheirDestruction.
(O．E・肌ed.,p、252)
神の摂理という語は運命と言い換えてもよい。常に運命に支配されている人
間は,真剣に生きることによって最後は幸運に恵まれるという考えはPriestley
の小説にもよく現われている人生観であって，これがGTrue-bornEnglishman'
の伝統的な生き方である。真に生きようとして行動する人間は勤勉であるよう
に見えるが，それは勤勉を美徳とし，それを美徳とするために勤勉なのではな
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い。この小説は宗教的な外観は呈しているけれども，清教徒の魂の巡礼の記録
としてではなく，生きることに生きた一人の人間の生活の記録として読むこと
が英国小説としての読み方であろう。
最初のうちこの小説は宗教的な色彩が強く，両親の反対を無視して家出を
し，船に乗ったCrusOeは父親の予言した通りの災難に会って自己の行為を悔
いる。罪を知って悔いるこのRepentanceの部分は，いつでも作品の中で退
屈で最も精彩に欠ける部分である。
BeingthethirdSonoftheFamily,andnotbredtomyTrade,
myHeadbegantobefill'dveryearlywithramblingThoughts:My
Father,whowasveryancient,hadgivenmeacompetentShareof
Learning,asfarasHouse-Education,andaCountryFree-School
generallygoes,anddesign'dmefortheLaw;butIwouldbesatisfied
withnothingbutgoingtoSea,andmylnclinationtothisledme
sostronglyagainsttheWill,naytheCommandsofmyFather,and
againstalltheEntreatiesandPerswasionsofmyMotherandother
Friends,thatthereseem'dtobesomethingfatalinthatPropension
ofNaturetendingdirectlytotheLifeofMiserywhichwasto
befalme．(p、3)
上のように最初からCrusoeはその生まれつきから不幸な人生を約束されて
いる。事実この小説は彼の不幸の記録である。しかし彼は不幸を招いた自分の
過ちを悔いる時よりは，愚行と知りつつも勇敢に不幸に向かって行動する時の
方が文章も生気を帯び，不幸の時の方が幸福であるようにすら見える。実際に
adventureの部分がなければこの小説はないも同然であって,O．E.肌版の編
者J.DonaldCrowleyはこれをadventurestoryとして読むことに反対し
ているが(8)，やはりこれはCowleyとは少し違った意味ではあるけれども，
adventurestoryとして読むべきではないであろうか。ただし話の裏に潜ませ
てある英国的な人生観を考えなければ，単なる冒険小説として読むことにな
る。
悪い星のもとに生まれたCrusoeは理性の声に耳を傾けることができない
(ButmyillFatepush'dmeonnowwithanObstinacythatnothing
couldresist;andthO'IhadseveraltimesloudcallsfrommyReasonand
mymorecomposedJudgmenttogohome,yetlhadnoPowertodoit.)。
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悪魔の手先になった人間を罰するのがdtheHandofHeaven'であるが，神
の罰はその後に救済を用意している。性懲りもなく6mXownDestroyer'と
生まれついた自分の性情に従ったからこそ，無人島の生活ができたのである。
そのことが彼にとって幸であるが，不幸であるかはどうでもよいのであって，
彼は生まれついたようにしか生きることができないのである。生きることにの
み全力を尽す人間を描くには無人島という条件の設定はたしかに適当である。
しかし現実の社会にはそのままで適用されないという不利も免れない。単に無
人島に漂着した一人の人間の物語として読み流してしまわない限り，ここに一
つの問題点がある。外面の事件の発展の裏に設けられたプロットがこの小説の
読み方を規定する。
Crusoeが退屈でない記録を書き残すためには徒らに不安や焦燥に駆られて
いてはいけないのである。彼は神の摂理への信頼によって不安を取り除き，現
実に対処する知恵(Prudence)によって焦燥を免れる。この点からこの作品
のプロットを構成する大きな要素として三つのものを挙げることができる。す
なわち(1)Crusoeの実行力(2)適切な行動を決定する現実的な判断(3)宗教的な反
省であって，それぞれ(1)Narrative(2)Thoughts(3)Reflectionの文章に分け
て書かれている。Repentanceに終始するReflectionの部分は退屈である
が，これは小説の始めに限られている。無人島へ来てからは神の恩寵を信じ，
自分の運命を少しでも善い方へ切り開いて行くための熟慮に変わるので文章に
も活気が生じる。しかし無人島へ来てからも，熱病にかかった主人公が劇しい
悪寒に襲われ，神の慈悲を祈った後，恐ろしい夢を見るという話の部分(pp.
88ff.）は悔恨に戻り，退屈である。その理由は悪夢に帰することでよいので
あろう。
難破船から持ち出した聖書で偶然，目に止まった｡GCallonmeintheDay
ofTrouble,andlwilldeliver,andthoushaltglorifyme."(p.94)という
詩篇のことばが小説の中で度々 言及され，最後に島からの脱出(Deliverance)
への伏線にもなっている。このDeliveranceという語が現実の生活で具体的
な意味を持つようになって彼は大きい励ましを受ける。単に島からの脱出では
なくて，自分の犯した罪からの救済であることを知った啓示から希望が湧き，
最後に島からの脱出が可能になる。悔恨という消極的な生き方から解放され，
宗教的な反省が生きようとする意欲へ方向づけられるようになって，反省の文
章も生きてくる。希望を持ち始めたCrusoeが勤勉に何かの仕事に取りかかる
時,彼を支える力は忍耐，努力，創意(Patience,Labour,Invention)など
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である。その根元に神の摂理と，摂理に対する感謝がある。それがあるために
島からの脱出を急ぐ焦燥は消えるのである。神に対する信頼と感謝ではある
けれども，実はそのように考える彼自身であるともいえる。苦境にあっても
..Iwillnever,neverleavethee,norforsakethee.''という神のことばを信
ずることができる人は生き抜く力を得るのである。不幸と同時に幸福を考える
（…asmyLifewasaLifeofSorrow,oneway,soitwasaLifeof
Mercy,another.p、132;…weneverseethetrueStateofour
Condition,tillitisillustratedtousbyitsContraries;norknowhow
tovaluewhatweenjoy,butbythewantofit.p6138)考え方は一つの
ものの両面を見ているのであるが，神もまたそのような見方をするように人間
の生活に碁盤縞の模様(aChequer-WorkofProvidence)を作る。人の世は
GaLifeofFbrtuneandAdventure,aLifeofProvidence'sChecquer-
Work'(p.304)とも書かれている。海岸に印された人間の足跡を見て恐慌状
態に陥る彼は或る朝，上に引用した詩篇のことばを思い出し，それに力を得て
一心に神に祈るのである。
しかし恐怖心が募ると神に祈ることも忘れ,狂気じみた考えに捉われてしま
うが，蛮人から身を守る手段(Design)を思いめぐらしているうちに，自分の
過ちに気づく。彼は食人種に殺されて食べられることを恐れるあまり，神の存
在を忘れていたのである。食人種が人を食べるのは彼等にとっては罪ではな
い。彼の方が彼等を殺すのは罪であることに気づいた時，そのことを神に感謝
する。感謝することは悪いことではないけれども,Crusoeを救ったのは実は
彼の想像力であるといえる。現実を処理する知恵を生む想像力は，現実を洞察
する力と結びついている。目前の現実から目前にないイメージが作られて行く
のは現実を透視する力があるからであろう。洞察力も想像力も神から与えられ
たものと考えてもよい。人間の持つ力をすべて神に帰してもよい。洞察力や想
像力の源泉は神であるとしても，直接の場となるものは人間の社会における人
間の生活である。困難や不幸に対して必要なこれらの力も，それが無力である
時は責任は人間にあるとしなければならない。故に人間は神の加護が常にある
ように生きなければならないのであるが，それは真剣に生きるということに尽
きるようである。Crusoeは無人島へ来て始めて真剣に生きることを知ったの
である。神の加護を信じていれば，勇気も出るし，危険を冒すことも出来よ
う。冒険心というのは神への反逆ではなく，むしろ信頼である。背後に神の力
があるにせよ，この作品は上のような意味で神を信じる人間の力の勝利を讃え
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ている。
洞察力や想像力のほかにCrusoeは観察力にも富んでいる。神に救われる
のは，それだけの資格があるので，その資格として観察力，洞察力，想像力の
三つが考えられているが，それは同時に作者Defoeの持っている力であると
いうことも注意して置きたい。作家の資質としてこれらが大切なことはいうま
でもないが,DefoeとCrusoeとの間にidentificationが成立していること
がこの作品を成功させた秘密の一つであるという点に重大な意味があるoそれ
なればこそ，この小説を読む副産物として小説を書くことを考えることもで
きるのである。Crusoeは自分で物語を進行させながら，小説を書く手法を
Defoeに代って読者に教えている。人間が生きるために必要なものと，文学を
作るために必要なものとが一致するところにも，人生のための文学という英国
小説の特徴があることが知られ，小説を読むことが人生を考えることになり，
両者が同じ結論に達することが甚だ英国小説らしいのである。
RobinsonCrusoeは生まれつきのadventurerであって，一つの場所に安住
して繁栄の生活を楽しむことは出来そうもない人間である。それが彼に定め
られた運命で，それに自分で逆らって見ても無駄であろう。彼には空想的な
@anhundredthousandMo"伽パの財産よりも，島の生活で得たGinnumera=
bleCrowdofThoughtS'の方が貴重な財産である。無事にイギリスへ帰って
も，ブラジルの農園からの収入が莫大な財産になっていても，彼は再び冒険へ
と向かって行く。作家もまた人生の探検家，冒険家である。これとは反対に冒
険が出来なくて安全第一を旨とする人物が主人公である場合は，安全第一を旨
とするために起す失敗によって読者に笑いの種を提供することができる。
Pγj晩α""P''e/"〃“のElizabethBennetはその意味で注意してよい人物
である。人間の愚行が英国小説の重要な素材であることは実例を挙げるまでも
ないし,Austenの持つその一面はMaughamに受け継がれている。
しかし文体から見てAustenが英国小説史の中で忘れられないのは，抽象語
に対して示している態度である。たとえばElizabethの妹のMaryが読書か
ら得た知識を振り回して@Priderelatesmoretoouropinionofourselves,
vanitytowhatwewouldhaveothersthinkofus.'などと気の利いた口
を利くのを作者は決して快くは思っていない。いかに警句であろうと語の定義
は小説の本務ではない。たかが一つの語であっても辞書のすべての定義がそれ
を完全にわからせることはできない。実地に人間の性格や行動に当たって見
て，その語で言い表わされる実物を示す小説がはじめて語の意味を最もよく説
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明するということは，特にAustenのこの小説を読むとわかると思われる。誇
張的にいえばP""α"斑Pγ”"〃Ceのすべての主要人物，すべての主要場面
がこの語の説明である。想像力に乏しい人は語を抽象的な観念でしか考えてい
ないので，虚像的な言語生活を送っていることになる。語に適確な実像を与え
るのが文学作品であるが，一つの語に対してその実像は無数である。しかし言
語を知る手段が文学にあることに変わりはない。英国小説文体論の基礎づけは
作品の解釈であり，作品の解釈は重要語の意味の解明である(9)◎文体論の理論
づけは第二次的な作業であって，文体論をめぐる理論闘争などは無益であるよ
うに思われる。
〔注〕
10<Mr･BennettandMrs・Brown'',T"eC"fα伽'sDea肋-6ed,TheHogarthPress,
1919,p.91
2CraigMcGregor;DO"'#TαノルToMeAbo"Lo"e(1971)の人物Johnstonの
ことば,PenguinBooks,pp､146-7
3IrisMurdochの小説も不自然さは免れていない。
4S"Mﾂ""eJα”S"Ggo"geの中の人物，後出p.15
5London,Sidgwick&Jackson,1934,p.22
6この時に食事に誘ったMissMatfieldをほめて,6Isaidthattomyselfthefirst
timelseteyesonyou･There'sagirlwithsomespiritandsense,Ithought
-she'salive,notliketheseotherpoordevils.'(Ch.VIII)というところから，彼
は自分をCalive'と思っていることがわかる。この語の意味は後期の小説ではさらに特
殊な意味を持つようになる。
7Therewould,then,onthepurelysuperficialplane,beverylittletodis-
tinguishbetweenlolanthedeadandlolantheliving・・・Thedummywouldbe
livingthe@Greal''lifeofthescreenGoddess．(LawrenceDurrell;Ⅳ""q"α"B,III,
PocketBooks,pp､129-30)
8Ro""so"C''"sogisperhaPsascomplexabookasDefoeisamanandwriter
Toreaditasprimarilyanadventurestory,orasonewhoseUnitydoesnot･
extendbeyondtheepisode,istooversimplifyboththebookanditscreator．
(Introduction)
9この立場に立つ文体研究では，直接その語として用いられていない重要語も考えてい
るのである。たとえばP7'j此α〃P""""ではprideは必ずしもCpride'とい
う語で表わされているとは限らない。故に機械的な統計的資料を盲信しない。
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